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第
３
回

木
曽
岬
町
議
会
定
例
会

平
成
２８
年

　平成28年第3回木曽岬町議会定例会は、9月7日から20日までの14日間
の会期で開催されました。
　今回の定例会には、執行側より平成28年度の各会計補正予算案ならびに
平成27年度各会計決算、条例制定・改正案など議案19件と報告2件、同意
2件が提出され、議会からの請願4件および意見書案4件の、合わせて31件が
審議されました。
　会期日程の内容は次のとおりです。
　7日の開会日には、会期の決定を行った後に、加藤町長から行政報告を受け、
その後議案18件を上程し、町長の提案理由説明を受けました。続いて代表監査
委員による決算審査報告が行われ、各議案を常任委員会に付託して審議する
ことを決定しました。
　次に報告議案2件が上程され、提案理由説明と詳細説明を受けました。続い
て同意案2件を審議し、原案のとおり同意することを決定しました。続いて請願
4件を一括上程し、審議によりいずれも原案のとおり採択されました。
　12、14日にはそれぞれ常任委員会が開催され、付託された議案の審議が
行われました。（6・7ページ参照）
　16日には一般質問が行われ、3名の議員が質問に立ちました。（その内容は
「ここが聞きたい一般質問」を参照）また、その後に、付託された議案の審議結
果を各常任委員長が報告し、その質疑が行われました。続いて、初日に説明を
受けた報告議案２件を上程し議会への報告を終えました。
　20日の最終日には、初日に上程された議案18件について、討論・採決を
行い、全議案ともに全会一致で原案のとおり可決されました。次に、追加議案
1件が上程され町長の提案理由説明、事務局の詳細説明の後に続いて、質疑・
討論・採決を行い、全会一致で原案のとおり可決されました。次に、意見書関
連発議案4件が提出され、国に対して意見書を提出することを可決し、第3回
定例会を閉会しました。
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議件名（議案の内容）　　　 議件名（議案の内容）　　　

議事内容
可 決 し た 議 案 ◎執行部提案
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議件名（議案の内容）　　　議件名（議案の内容）　　　

議件名（議案の内容）　　　

報 告 案 件
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議件名（議案の内容）　　　

同 意 案 件

議件名（議案の内容）　　　

追 加 議 案
議件名（議案の内容）　　　

可 決 し た 意 見 書

議件名（議案の内容）　　　

請 　 　 願

議案、同意案件は全て全会一致で賛成となりました。
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意見

　総務建設常任委員会が付託を受けた議案は、議案第39号の所管
部分、議案第42号及び議案第43号の補正予算案3件、議案第44号、
議案第45号の条例制定案2件、議案第46号から議案第48号の条
例改正案3件、議案第49号の所管部分、議案第53号から議案第
56号までの全13議案（補正予算案3件、条例の制定・改正案5件、
決算認定案5件）で委員5名出席のもと審議を行いました。

総務建設
常任委員会 9月14日　午前9時から開催
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疑
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伊藤律雄委員長

消防団消防出初式
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　教育民生常任委員会に付託を受けた議案は、議案第39号の所管
部分、議案第40号及び議案第41号の補正予算案3件、議案第49
号の所管部分、議案第50号から議案第52号までの決算認定案
4件の全7議案（補正予算案3件、決算認定4件）で委員5名出席
のもと審議を行いました。
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質 

疑
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疑
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答
質 
疑

質 

疑

教育民生
常任委員会 9月12日　午前9時から開催

意見

伊藤　正委員長

平成24年4月
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高齢化率

高齢化率の上昇により、医療費の増大が懸念されている。



8
平成28年11月1日発行
木曽岬町議会だより

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

町
政
の
ゆ
く
え
は…

３
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

9●
自
主
運
行
バ
ス
中
央
線

　

近
鉄
弥
富
駅
行
き
農
協
前
バ
ス
停
に
つ
い
て

●
木
曽
岬
町
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

６
番
議
席  

伊
藤
律
雄 

議
員

ペ
ー
ジ
数

10●
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
町
長
公
約
で
あ
る

　
〝
元
気
な
人
づ
く
り
〞の
拡
充
を

●
米
や
麦
の
生
産
に
安
心
を

９
番
議
席  

伊
藤　
正 

議
員

ペ
ー
ジ
数

11●
複
合
型
施
設
文
化
棟
の
利
用
に
つ
い
て

●
教
育
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
１
階
の
今
後
の
利
用
計
画
に

　

つ
い
て

●
町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

２
番
議
席  

伊
藤　
守 

議
員Q&AQ&A

こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、

質
問
議
員
本
人
が
作
成
し
た
原
稿
を

議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

一
般
質
問
の
全
文
は

木
曽
岬
町
議
会
会
議
録（
北
部
公
民
館
に
て
公
表
）で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　
　
　

木
曽
岬
町
も
高
齢
化
が

　
　
　

進
ん
で
い
ま
す
。
農
協

前
周
辺
は
交
通
量
も
多
く
、
現

在
の
バ
ス
停
は
道
路
上
に
設
置

し
て
あ
る
た
め
大
変
危
険
を
伴

い
ま
す
。
安
心
で
き
る
バ
ス
乗

り
場（
バ
ス
停
用
地
等
）の
確
保

に
つ
い
て
の
お
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

　
　
　

木
曽
岬
農
協
前
停
留
所

　
　
　

に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
み

え
、
木
曽
岬
支
店
自
体
が
移
転

を
完
了
し
て
お
り
、
更
に
、
今

後
の
道
路
改
良
計
画
に
よ
り
、

利
用
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
い
停
留
所
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
停
留

所
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
平

均
利
用
者
数
の
多
い
箇
所
や
交

通
危
険
箇
所
等
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
効
果
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か

り
と
し
た
事
前
調
査
を
行
っ
た

う
え
で
地
域
公
共
交
通
会
議
に

ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

中
央
線
の
バ
ス
停
を
チ

　
　
　

ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、

一
番
危
な
い
の
が
農
協
前
の
バ

ス
停
で
す
。
高
齢
に
な
る
と
車

に
も
乗
れ
な
く
な
る
の
で
、
郵

便
局
も
近
く
に
あ
る
の
で
、
雨

や
風
の
当
た
ら
な
い
、
安
全
、

安
心
な
バ
ス
停
留
所
の
確
保
を

お
願
い
し
た
い
が
町
長
の
お
考

え
を
お
伺
い
し
た
い
。

　
　
　

農
協
前
の
バ
ス
停
、
現

　
　
　

状
、
非
常
に
危
険
だ
と

は
い
う
こ
と
の
認
識
は
持
っ
て

い
ま
す
。

　

調
査
を
さ
せ
て
頂
き
、
地
域

公
共
交
通
会
議
に
ご
提
案
を
さ

せ
て
頂
く
が
、
複
合
型
施
設
建

設
の
全
て
の
施
設
が
完
成
し
た

後
に
、
施
設
周
辺
の
バ
ス
停
を

見
据
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

木
曽
岬
町
も
高
齢
化
が

　
　
　

進
み
、
幼
稚
園
、
保
育

園
も
２
園
が
１
園
に
統
合
さ
れ

る
計
画
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
ど
こ
へ
行
く
に
し
て
も

バ
ス
路
線
が
通
っ
て
い
な
い
地

区
の
方
は
徒
歩
か
車
で
の
移
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

統
合
し
た
場
合
に
は
幼
稚
園
、

保
育
園
は
バ
ス
停
が
遠
く
、
園

児
や
保
護
者
に
と
っ
て
負
担
に

な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
高
齢
社

会
や
未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
バ
ス
が
通
っ
て
い
な
い
地
区

を
含
め
新
庁
舎
を
中
心
と
し
た

木
曽
岬
町
内
の
公
共
施
設
を
つ

な
ぐ
循
環
バ
ス
導
入
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　

公
共
施
設
を
つ
な
ぐ
循

　
　
　

環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
自
主
運
行
バ
ス
の
運
行

と
公
共
施
設
を
つ
な
ぐ
循
環
バ

ス
の
運
行
は
、
目
的
、
性
質
が

多
少
異
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
等
に
備

え
る
福
祉
施
策
等
の
う
ち
の
１

つ
と
捉
え
て
お
り
検
討
課
題
の

１
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
路

線
の
拡
大
に
は
多
く
の
財
源
が

必
要
と
な
り
、
皆
様
か
ら
の
大

切
な
税
金
が
財
源
と
な
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
判
断
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
　

３０
年
度
に
幼
稚
園
・
保

　
　
　

育
園
が
統
合
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
保
育
園
へ

安
全
に
回
れ
る
循
環
バ
ス
等
考

え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

幼
稚
園
、
保
育
園
の
統
合
の

件
に
伴
う
自
主
運
行
バ
ス
の
利

用
の
件
で
す
が
、
乗
降
者
の
過

多
等
に
伴
い
新
路
線
を
設
け
た

経
緯
を
踏
ま
え
ま
す
と
幼
稚
園
、

保
育
園
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
利
便
性
の
向
上
が
図

れ
な
い
で
す
が
、
公
共
施
設
を

繋
ぐ
循
環
バ
ス
を
検
討
す
る
こ

と
も
時
間
を
掛
け
て
考
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

答弁 質問

質問

再質問

自主運行バス中央線近鉄弥富
駅行き農協前バス停について

事前調査をしたうえで地域公共
交通会議へ提案する 町長伊藤律雄議員6番議席

木
曽
岬
町
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

公
共
施
設
つ
な
ぐ
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、福
祉
施
策
な
ど

の
一つ
と
し
て
、今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
る

町
長

再答弁

長
谷
川
危
機
管
理
統
括
監

再答弁

答弁

再質問再答弁

長
谷
川
危
機
管
理
統
括
監

木曽岬農協前バス停
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町
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　

調
査
に
よ
る
と
、
健
康

づ
く
り
の
推
進
に
満
足
し
て
い

る
町
民
の
割
合
は
３４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
全

国
各
地
の
一
部
の
自
治
体
で
は
、

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
取
り
入

れ
て
、
健
康
教
室
の
参
加
者
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
に
は

ポ
イ
ン
ト
を
つ
け
て
、
景
品
と

交
換
し
て
い
ま
す
。
参
考
に
し

て
、
も
っ
と
参
加
者
を
増
や
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

当
町
は
、
平
均
寿
命
や

　
　
　

健
康
寿
命
と
も
県
下
市

町
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

り
、
介
護
認
定
率
に
つ
き
ま
し

て
も
県
下
で
２
番
目
に
低
い
町

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
健
康
づ
く
り
の
成

果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

町
長
は
、
木
曽
岬
町
の

　
　
　

高
齢
者
は
元
気
な
人
が

多
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
医
療

費
は
１０
年
前
に
５
億
４
千
万
円

位
で
あ
り
、
平
成
２７
年
は
７
億

３
千
万
円
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の

に
医
療
費
が
伸
び
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が

高
額
医
療
者
と
単
価
の
高
騰
が

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

町
は
、
平
成

　
　
　
　
　
　
　

３０
年
度
か
ら

　
　
　
　

麦
や
景
観
作
物
等
、

　
　
　
　

生
産
対
策
補
助
金
を

　
　
　
　

廃
止
す
る
と
し
て
お

　
　
　
　

り
、
農
家
か
ら
は
不

　
　
　
　

安
の
声
が
聞
こ
え
て

　
　
　
　

き
ま
す
。
平
成
３０
年

　
　
　
　

以
降
に
お
け
る
当
町

　
　
　
　

へ
の
水
稲
作
付
面
積

　
　
　
　

の
配
分
は
あ
る
の
か
、

　
　
　
　

麦
に
代
わ
る
作
物
は

　
　
　
　

あ
る
か
。
町
独
自
の

答弁

答弁
補
助
金
対
策
は
あ
る
か
お
聞
き

し
ま
す
。

　
　
　

町
と
し
ま
し
て
も
、
国

　
　
　

や
県
と
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
農
家
の

方
々
に
対
し
て
需
給
調
整
の
参

考
数
値
を
示
し
て
推
進
し
て
行

き
た
い
。

　
　
　

平
成
３０
年
か
ら
の
事
は

　
　
　

農
家
の
皆
さ
ん
も
分
か

ら
ず
困
っ
て
み
え
ま
す
。
水
田

フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
米
や

麦
な
ど
を
ど
の
様
に
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
計

画
を
示
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た

町
の
麦
な
ど
の
補
助
金
に
つ
い

て
協
議
会
で
協
議
し
て
頂
き
た

い
。

　

去
る
９
月
の
農
家
組
合
長
会

議
に
お
い
て
、
麦
の
作
付
の
始

ま
る
時
期
に
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
水
稲
の
需
給

調
整
の
参
考
数
値
や
水
田
フ
ル

活
用
補
助
金
制
度
の
情
報
を
提

供
し
て
需
給
調
整
を
推
進
し
て

行
き
た
い
。

伊藤　正議員9番議席

質問

質問

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
町
長
公
約
で

あ
る〝
元
気
な
人
づ
く
り
〞の
拡
充
を

元
気
に
楽
し
い
暮
ら
し
は
、

健
康
づ
く
り
の
成
果

町
長

水稲の刈取り

米
や
麦
の
生
産
に
安
心
を

需
要
調
整
の
参
考
数
値
を
示
す

町
長

再質問

再答弁

諸
戸
住
民
課
長

再質問再答弁

伊
藤
産
業
課
長
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１１
月
、
複
合
型
施
設
行

　
　
　

政
棟
が
完
成
し
、来
年
、

教
育
文
化
棟
が
建
設
さ
れ
ま

す
。
図
書
館
、
町
民
ホ
ー
ル
の

具
体
的
な
利
用
方
法
な
ど
を
お

聞
き
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

図
書
館
に
お
き
ま
し
て

　
　
　

は
、
昨
年
の
６
月
に
図

書
館
の
活
性
化
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
読

み
聞
か
せ
会
の
開
催
、
あ
る
い

は
図
書
館
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
導

入
な
ど
、
木
曽
岬
町
で
は
今
ま

で
で
き
な
か
っ
た
ソ
フ
ト
面
か

ら
の
充
実
を
図
っ
て
利
便
性
を

高
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
来
館
し
、
本
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。

　

町
民
ホ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て

は
、
講
演
会
や
映
写
会
、
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
や
文
化

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
皆
さ
ん
方
の

発
表
会
、
あ
る
い
は
成
人
式
な

ど
を
代
表
す
る
各
種
の
式
典
、

文
化
協
会
が
主
催
さ
れ
ま
す
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
活
動
、

自
主
制
作
の
作
品
の
展
示
会
な

ど
を
中
心
と
し
た
運
用
に
な
っ

て
こ
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　

今
あ
る
教
育
福
祉
セ
ン

　
　
　

タ
ー
の
今
後
の
利
用
計

画
を
お
聞
き
し
ま
す
。
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
元
気

な
人
、
若
い
人
が
来
や
す
い
と

こ
ろ
で
す
。
木
曽
岬
町
の
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
率
は
２９
・
３１
％
、

１
，
８
９
７
人
で
す
。
高
齢
者

に
も
う
少
し
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
当
て
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

改
修
後
の
福
祉
教
育
セ

　
　
　

ン
タ
ー
の
利
用
計
画
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
集
会
室
を

従
来
通
り
子
育
て
サ
ロ
ン
と
し

て
子
育
て
年
齢
層
を
中
心
と
し

た
親
子
の
交
流
の
拠
点
と
い
た

し
ま
し
て
、
ま
た
、
ロ
ビ
ー
及

び
和
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
者
の
方
々
を
中
心
と
し
た
通

い
の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
高
齢
化
が
進
む

中
に
あ
っ
て
住
み
な
れ
た
地
域

で
で
き
る
だ
け
健
や
か
に
暮
ら

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療
、

介
護
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
、

予
防
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
は
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、

　
　
　

再
三
防
犯
カ
メ
ラ
の
必

　
　
　

要
性
を
、
過
去
の
一
般

質
問
で
も
質
問
し
て
き
ま
し
た
。

こ
と
し
７
月
２６
日
の
相
模
原
障

害
者
施
設
殺
傷
事
件
な
ど
も
あ

り
、
高
齢
者
介
護
施
設
、
保
育

所
な
ど
の
防
犯
対
策
強
化
の
た

め
、
国
は
補
助
金
を
考
え
て
い

ま
す
。
木
曽
岬
町
は
ど
の
よ
う

な
考
え
が
あ
る
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

　
　
　

三
重
県
に
お
い
て
は
今

　
　
　

の
と
こ
ろ
詳
細
な
取
扱

生
き
が
い
づ
く
り
や
介
護
予
防

に
つ
な
が
る
通
い
の
場
の
創
設

は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

い
に
つ
い
て
は
承
知
を
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
国
か
ら
指
針
な

ど
が
示
さ
れ
た
段
階
で
対
応
で

き
る
よ
う
現
在
準
備
や
検
討
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
町

と
い
た
し
ま
し
て
も
今
後
の
国

や
県
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
福
祉
施
設
な
ど
の
管
理

者
に
対
し
ま
し
て
、
施
設
へ
の

防
犯
対
策
に
資
す
る
整
備
に
対

し
て
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答弁

答弁

答弁

ここが聞きたい

一般質問
議会だより

伊藤　守議員2番議席

質問

質問

質問

教
育
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
１
階
の

今
後
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
や
介
護
予
防
に

つ
な
が
る
通
い
の
場
に
し
た
い
町
長

町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

福
祉
施
設
な
ど
へ
防
犯
対
策
に
資
す
る

整
備
の
情
報
提
供
を
行
う

町
長

複合型施設文化棟の
利用について
図書館サポーター制度の導入や文化
協会の活動などの自主制作の作品の
展示会などをしていきます 町長

福祉教育センターロビー



12
平成28年11月1日発行
木曽岬町議会だより

行
政
報
告

平
成
２８
年  

第
３
回
定
例
会

加藤　隆 町長

要
　旨
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議会日誌

25日●桑名・員弁広域清掃事業組合出納検査
　　　（桑名市）に伊藤好博議長出席
30日●木曽川源流夏祭り（長野県木祖村）に議員
　　　多数参加
　

２日●議員懇談会
５日●三重県町村議会議長会第68回定期総会に
　　　伊藤好博議長出席
　　●自治研修会（津市）に伊藤好博議長出席
６日●やろまい夏まつりに議員多数出席
９日●平成28年度木曽岬町体育協会理事会に伊
　　　藤好博議長出席
10日●例月出納検査、財政健全化審査に三輪一
　　　雅監査委員出席
11日●新名神高速道路及び東海環状自動車道開
　　　通式典に
15日●戦没者慰霊祭に議員多数出席
23日●議会全員協議会
24日●桑名・員弁広域清掃事業組合出納検査
　　　（桑名市）に伊藤好博議長出席
25日●桑名・員弁広域連合議会第２回定例会
　　　（桑名市）に伊藤好博議長出席
　　●桑名広域清掃事業組合第２回定例会（桑
　　　名市）に伊藤好博議長出席
27日●新ごみ処理施設整備事業講演会に議員多
　　　数出席

１日●議会運営委員会
４日●木曽岬町防災訓練に議員多数出席
７日●木曽岬町議会第３回定例会（初日）
７日～８日
　　●第３回定例会提出議案説明会　
９日●例月出納検査に三輪一雅監査委員出席
10日●木曽岬町敬老会に議員多数出席
12日●教育民生常任委員会

2016 月7
14日●総務建設常任委員会
16日●木曽岬町議会第３回定例会（一般質問日）
　　●議会運営委員会
20日●木曽岬町議会第３回定例会（最終日）
　　●行政視察
　　●議員懇談会
23日●桑名・員弁広域清掃事業組合出納検査
　　　（桑名市）に伊藤好博議長出席
24日●木曽岬小学校運動会に議員多数出席
25日●オータムフェスティバルに議員多数出席
26日●伊勢湾台風犠牲者慰霊祭に議員多数出席
27日●北勢５町議会研修会に議員多数出席
28日●木曽中フェスティバル（文化の部）に議員
　　　多数出席
30日●木曽中フェスティバル（体育の部）に議員
　　　多数出席

１日●中部・南部両幼稚園保育園運動会に議員
　　　多数出席
７日●議会広報常任委員会
９日●木曽岬神社秋季例祭に議員多数出席
11日～12日
　　●三重県町村議長会県外研修（長野県川上
　　　村）へ伊藤好博議長出席
12日●例月出納検査、定期監査（対象：財政援助
　　　団体）に三輪一雅監査委員出席
14日●「新ごみ処理施設整備に係る財政支援等
　　　に関する意見書」の提出に伊藤好博議長
　　　出席
14日●議会広報常任委員会
16日●第53回町民体育祭に議員全員出席
17日●三重県町村議会議長会理事会（津市）に
　　　伊藤好博議長出席

2016 月9

2016 月10

2016 月8

2016 月9
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編
　 

後
記

集
　
実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
で
す
。
美
味
し

い
新
米
や
野
菜
、
海
産
物
等
お
召
し
上
が

り
の
事
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
大
戦
後
の
日
本
は
、
食
料
が
不

足
し
、
木
曽
岬
干
拓
地
で
も
米
を
作
る
計

画
で
し
た
が
、
減
反
政
策
の
あ
お
り
で
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
ま
た
減
反
政
策
を
廃
止
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
農
政
は
揺
れ
に
揺
れ

て
い
ま
す
が
、
当
町
の
美
味
し
い
米
や
野

菜
、
海
産
物
等
は
、
世
界
に
も
通
用
す
る

商
品
で
す
。
地
産
地
消
の
み
な
ら
ず
全
国

各
地
に
広
め
て
い
か
な
け
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
に
、
第
８９
号
の
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
し
ま
す
。
紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

議 員ト ピ ツ ク ス

　9月20日（火）、木曽岬町議会第3回定例会の
閉会後に、行政視察として現在建設中の複合型
施設行政棟の進捗状況を視察しました。複合型
施設行政棟の完成まで後、1ヶ月余りとなり、床
のタイル張り、ピロティ―の状況などの出来具
合を確認しました。

行政視察を実施しました

複合型施設1階　状況→

表彰状を伝達される伊藤好博議員→

　この度、木曽岬町議会　伊藤好博議員が三重県
町村会議長会第68回定期総会において、自治
功労者の表彰を受賞されました。
　受賞されました、伊藤好博議員は多年にわた
り議会議員として地方自治の振興に尽力され、
その功績が称されたものであります。
　今後の益々のご活躍をご期待申し上げまして
報告とさせて頂きます。

自治功労表彰を受賞




